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 事業概要 

流体機械において流れを望ましい状態に制御することはエネルギー損失の観点から重要な技術であ

る. しかし, 流体機械周りの流れは乱流に遷移している場合が多く, 流れ場の状態を正確に把握し, 適

切な制御入力を決定することは困難である. 本研究では, 複雑な流れ場データの中から, 能動的制御

を実現するうえで重要な流れの特徴構造を抽出し, それに基づく新たな流体制御則を提案・構築する

ことを目的とする. 
 

 

 JAXAスーパーコンピュータを使用する理由と利点 

本研究では, 乱流場の時系列データから特徴構造を抽出し, その特徴構造のパラメータ依存性をモ

デリングし, 能動制御に向けた知見を獲得することを目的としている. 従って, この目標を達成する

ためには, 多数のパラメータに対する乱流場の時系列データを取得することが必要不可欠である . 

JAXA スーパーコンピュータを使用することで, 多くのパラメータに対する乱流場の数値計算を実行

することができ, 得られらた数値計算結果から抽出される特徴構造のパラメータ依存性の調査が可能

になる. 

 

 今年度の成果 

今年度は, 主に解析を実施するための流れ場の時系列データの取得を行なった. 特に, 翼周り流れを

対象として, large eddy simulation を実施し, さまざまな迎え角に対する流れ場データを取得した. こ

れらの時系列データから特徴構造を抽出し, 異なる迎え角同士の間の関係性を議論することによって, 

翼周りの流れ場の特徴構造のパラメータ依存性を議論することが可能になると期待される. また, 抽

出された特徴構造のパラメータ依存性を議論するためのフレームワークとして, 行列多様体を用いた

解析手法を考案した. 

流れの特徴構造に着目した能動的気流制御則の構築に向けた大規模数値解析 
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 成果の公表 
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 JSS利用状況 

⚫ 計算情報 

 

 

  

プロセス並列手法 MPI 

スレッド並列手法 非該当 

プロセス並列数 1 - 1024 

１ケースあたりの経過時間 72 時間 
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⚫ JSS3 利用量 

総資源に占める利用割合※1 (%)： 0.07 

 
     

内訳 

計算資源 

計算システム名 CPU 利用量(コア・時) 資源の利用割合※2 (%) 

TOKI-SORA 1,460,956.87 0.07 

TOKI-ST 0.00 0.00 

TOKI-GP 0.00 0.00 

TOKI-XM 0.00 0.00 

TOKI-LM 0.00 0.00 

TOKI-TST 0.00 0.00 

TOKI-TGP 0.00 0.00 

TOKI-TLM 0.00 0.00 

 

ファイルシステム資源 

ファイルシステム名 ストレージ割当量(GiB) 資源の利用割合※2 (%) 

/home 95.00 0.06 

/data 及び/data2 117,710.00 0.56 

/ssd 0.00 0.00 

 

アーカイバ資源 

アーカイバシステム名 利用量(TiB) 資源の利用割合※2 (%) 

J-SPACE 3.47 0.01 
 

※1 総資源に占める利用割合：3 つの資源(計算,ファイルシステム,アーカイバ)の利用割合の加重平均 

※2 資源の利用割合：対象資源一年間の総利用量に対する利用割合 

 

 

 

 

 

⚫ ISV 利用量 

ISV ソフトウェア資源 

 利用量(時) 資源の利用割合※2 (%) 

ISV ソフトウェア(合計) 0.00 0.00 

 

※2 資源の利用割合：対象資源一年間の総利用量に対する利用割合 

  


